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おいしいミュシャ
５感であじわうアール・ヌーヴォー

会期： 2 0 2 3 年 4 月 8 日（土）～ 7 月 3 0 日（日）

描
か
れ
た
至
福
。

タブロイド型ガイドシート
『DÉLICIEUX MUCHA PAPER』

企画展関連イベント

限定スイーツ

日 時：5月20日（土）14：00～16：00
講 師：�松尾洋子（テーブルコーディネーター、一般社団

法人日本テーブルデザイナー協会代表理事）
テーブルコーディネート初心者向けの一日完結レッスン。ミュシャ
が描いたテーブルウェアの特徴についてのレクチャーや、料理を
ひきたてるナプキンワーク、フラワーアレンジメント（造花）まで、充
実した内容となりました。

シャドウボックスとは、印刷された絵をパーツごとに重ね、立体的
に再現する“触覚”的なクラフトアートです。今回は《果物》または
《花》の絵柄にチャレンジ。繊細な作業の末、テーブルに飾りたく
なるような完成度の高い作品に仕上がりました。

※他にも、学芸員によるスライドトーク、解説ツアーを実施しました。

ミュシャと「食」、「５感」にまつわるコラムを収録した
新聞風のガイドシートをご用意しました。

 貴族が嗜む２種類のお酒
 オリジナリティ溢れるミュシャのテーブルウェア
 ミュシャは「5感」を描いていない
 「5感」に対するミュシャの思想
 CHOCOLATS MASSON
 飲めばミイラも動き出す
 ミュシャと食べ物 7つのエピソード

シャンパン、ビスケット、タバコの巻紙——。

ミュシャが広告やパッケージのデザインを手がけた

商品は、ベルエポックのパリの繁栄ぶりをうかがわ

せる嗜好品ばかりです。

本展では、こうした「味覚」にまつわるコレクション

が一堂に会し、さらに「5感」のテーマのもと、ミュシャ

が描いたあらゆる「至福」をご堪能いただきました。

各分野のスペシャリストのご協力のもと、さまざまな

感覚体験もご用意。

ミュシャ作品は視覚芸術にあたりますが、その枠組みを

超えて、19世紀末のパリでミュシャが腕をふるった美の

数 を々存分にあじわえる展覧会となりました。（M.T.）

日 時：7月8日（土）14：00～16：00
講 師：瀨戸恵美子（ゆめの小箱 Dream Box 代表）

シャドウボックスワークショップシャドウボックスワークショップ

企 画 展
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おいしさを伝えるテーブルコーディネートレッスンおいしさを伝えるテーブルコーディネートレッスン

当館近隣の洋菓子店「パティスリー レタンセル」と連携し、本展限定のシャンパン風味の
限定フィナンシェを販売しました（税込800円）。かつてミュシャがポスターを描いたモエ・エ・シャ
ンドン社のシャンパン「モエ アンぺリアル」を贅沢に使用。オーブンで焼いた後にシロップとと
もに染み込ませることで、しっとりした味わいに仕上がった逸品は、大変好評でした。

プティ・フィナンシェ～モエ・エ・シャンドン～プティ・フィナンシェ～モエ・エ・シャンドン～

CONTENTS
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「味覚」をはじめとする５つの「感覚」とエピローグでセクションを構成。

ミュシャの絵のイメージがひろがる「感覚体験」もお楽しみいただきました。

展示室入口では、大型油彩画《ウミロフ・ミラー》とともにアール・ヌーヴォー風の
テーブルコーディネートがお出迎え。その周りにはミュシャが風味によって描き分
けたお酒やビスケットのポスター、パッケージ、テーブルウェアのデザイン画がずら
りと並びました。 さらに、1896年の「サラ・ベルナールを讃える日」の祝宴メニュー
の再現パネル展示も。

対象作品：《クオ・ヴァディス》《四つの花》
協力：株式会社コードミー

演奏：薄木咲良（ピアニスト、堺市新進アーティストバンク登録アーティスト）

ミュシャが描いた香水のためのポスターを紹介するのに加え、ミュ
シャの絵に着想を得たスペシャルフレグランスを本展のために開発。
作品の前に置かれたガラスドームを開けると漂う香りとともに絵の
イメージがひろがる展示となりました。

19世紀末の多彩な視覚文化のうち、「リトグラフ」
「幻灯機」「タブローヴィヴァン（活人画）」に注目
し、ミュシャの関連作を紹介。

Epilogue おいしいJOB ―当時の大人の嗜好品―おいしいJOB ―当時の大人の嗜好品― P.07「3F 展示」へ︎ ▶

布、器、赤ちゃんなど、肌ざわりのイメージが膨らむモチーフが描か
れた作品を、デッサンを中心に展示。また、触れる絵「触図」も設
置することで、視覚に頼らない、指先での鑑賞を体験いただきました。

対象作品：《クオ・ヴァディス》《四つの花》《黄道十二宮》
協力：点字・触図工房 BJ

楽器を手にした女性像を紹介。さらにサラ・ベルナール主演舞台「ロレンザッ
チオ」の劇中曲を、当時の楽譜をもとにフェニーチェ堺のホールで特別収
録しました。展示室内に流れるピアノの調べが、ポスターのイメージをひろげ
てくれました。

展 示
構 成

Taste 
Section1 味覚：おいしさを、あじわう味覚：おいしさを、あじわう

Sight
Section4 視覚：美を、あじわう視覚：美を、あじわう

Sound
Section5 聴覚：音を、あじわう聴覚：音を、あじわう

Smell
Section2 嗅覚：香りを、あじわう嗅覚：香りを、あじわう

Touch
Section3 触覚：肌ざわりを、あじわう触覚：肌ざわりを、あじわう

協力：�一般社団法人日本テーブルデザイナー協会、レストラン レ・フレール
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アルフォンス･ムハ モラヴィアン･ドリーム！
会期： 2 0 2 3 年 8 月 5 日（土）～ 1 1 月 2 6 日（日）

日本ではフランス風の発音ミュシャで親しまれている

Muchaの綴りは、彼の祖国チェコでは“ムハ”と発音さ

れます。19世紀末のパリでポスターデザイナーとしての

成功をつかんだムハの作品は、“ミュシャ・スタイル”と呼

ばれパリの人 を々惹きつけながらも、自らはスラヴの民

族衣装に身を包み、心にはやがて「芸術の力で祖国

チェコとスラヴ民族の団結に貢献したい」という画家と

しての壮大な夢が芽生えます。それは後に畢生の大作

《スラヴ叙事詩》として結実しますが、ムハの中で《スラ

ヴ叙事詩》という夢がどのように膨らんでいったのか・・・。

ミュシャ館開館以来24年の歴史の中で初めて“ムハ”

のタイトルをつけた本展では、作品の中に散りばめられ

たムハの夢のカケラを探しながら、ムハの夢を追い、彼

の創作の原動力であるチェコやルーツであるスラヴ民

族への想いを見つめました。（Y.H.）

02

企画展関連イベント

日時：8月5日（土）13：00～　
講師：林由未 

鉄柱入りあやつり人形を鉄柱入りあやつり人形を
つくろうつくろう

チェコ伝統の鉄柱入りの木製人形
に、自由に色を塗り、布で衣装を
着せてオリジナルのあやつり人形
ができあがりました！

ワークショップ

日時： 8月19日（土） 
①10：30～ ②13：30～

講師： 稲田大祐 
（相模女子大学教授）

石石
リ トリ ト

版版
グ ラ フグ ラ フ

画画ってなあに？ってなあに？
紙平版画を体験しよう紙平版画を体験しよう

ポスターをつくる版画技法・石版
画（リトグラフ）の仕組みを紙を
使って楽しく体験しました。

ワークショップ

企 画 展

日時： ①9月24日（日） ②10月9日（月・祝） 
各日14：00～ 

講師：スザンカ・ハニバロヴァー 

Muchaの故郷チェコ♡ Muchaの故郷チェコ♡ 
美味しい楽しいチェコバナシ美味しい楽しいチェコバナシ

講演会

日時：8月26日（土）14：00～
出演：谷口直子（Divadlo501）
美術：林由未

きんいろの髪のお姫さまきんいろの髪のお姫さま

チェコに古くから伝わる民話を人
形劇で上演。
１人で10役以上を演じ分けた谷口
氏に圧倒。子どもも大人も物語の
世界に惹きこまれました。

人形劇上演

優
し
い

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
人
画
家
ム
ハ
の

秘
め
ら
れ
た
情
熱
と

夢
の
か
な
え
方

Alfons Mucha

堺在住でマルチに活躍するチェコ人のハニ
バロヴァー氏による、チェコの文化について
の講演会。関西弁で親しみやすい語り口
は大爆笑も生まれるほどで、参加者のみな
さんも楽しめる講演会となりました。
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展示
構成

ムハの夢につながる画業の転換期に注目し、作品の変化を感じられる
4章に特別コラボレーション1章を加えた全5章での展示構成。

《スラヴ叙事詩》制作という夢の芽生えの契
機となった1900年パリ万博のボスニア・ヘル
ツェゴビナ館の壁画制作。チェコと同じくスラ
ヴ民族が多く暮らすボスニアの歴史画を描い
たことで、ムハの想いはチェコとルーツであるス
ラヴ民族へとつのります。貴重な壁画の下絵
を通じて、それまでのポスターや装飾パネルと
は異なる表現にも注目しました。

演劇ポスターをきっかけにパリで売れっ子となっ
ていくムハのデザイナー業をパリでの個展に
見立て、挿絵、ポスター、カレンダー、装飾パ
ネル、ジュエリーと多彩な作品で回顧しました。
パリの人々に向けて制作されながらも装飾や
題材にチェコやスラヴ民族が感じられます。
展示壁面はフランスのトリコロールとともにチェ
コの国旗スラヴ・カラーである赤白青を意識
しました。

パリ万博以降ムハの絵に登場するチェコやスラ
ヴの民族衣装を着た少女たち。《スラヴ叙事
詩》構想に欠かせなかったのが、その地を生き
る人々の装いでした。国立民族学博物館所
蔵の実物の民族衣装とともにムハのデッサンと
油彩画を展示しました。精緻なモノクロデッサ
ンの一方、白の中にアクセントとして印象的に
民族装飾を描いた油彩画と技法による表現
の違いもお楽しみいただきました。

1918年にチェコスロヴァキアが独立を果たし、
1928年にムハは《スラヴ叙事詩》を完成させ
ます。チェコに戻ったムハは作品を発表するこ
とで「芸術を通じた祖国への貢献」という夢
を実現していきました。独立を喜びながらも、
人 の々団結を呼びかけるチェコ時代のポスター
とともに、現在プラハ市が所蔵している《スラヴ
叙事詩》を映像でご覧いただきました。

チェコの団結を促す国民的行事である第８回ソコル祭
（1926年）。その開幕イベントのプロデューサーを務めた
ムハは、《スラヴ叙事詩》の実演を目指し、プラハを流れる
ブルタヴァ川を使った壮大な水上祝祭劇《同胞のスラヴ》
を企画します。しかし１年以上に及ぶ準備も当日の嵐によっ
て中止を余儀なくされます。幻となったこの祝祭劇について、
当館所蔵のソコル祭のポスターと、プラハ市立美術館所
蔵の貴重なスケッチの画像を組み合わせてご紹介しました。

今回、ムハの作品とプラハ在住の林由未の作品が
重なる特別なインスタレーション展示が実現。人形劇
の国としても知られるチェコで人形劇舞台美術家・人
形作家として夢を叶え、挑戦し続ける林が、ムハの作
品から着想を得て制作したチェコの少女と女神たち
が生き生きと展示室に舞い降りました。
パリでの成功の中、チェコを想うムハの心に重なるよう
に、植物に囲まれる女神の中を、今にも踊り出し
そうな民族衣装の少女たちが来館者を迎え
ました。絵画と人形、時代を超えてチェコで
つながる２人の芸術が導く新たな展示
空間をご体感いただけたのではない
でしょうか。

子ども向けガイドシート
『むしゃむしゃミュシャ』

夢のパリ

夢のプラハ
林由未が届ける人形の世界

collaboration!

覚醒のパリ万国博覧会
目覚めた先の夢

高まるチェコシック
夢を叶えたい場所

夢を実現した
ムハ・スタイル

幻の水上祝祭劇
《同胞のスラヴ》

PICK UP!

※林由未氏については、P.07の
　特別テーマ展示も合わせてご覧ください。

同時開催 特別テーマ展示    「夢見るヒヤシンス姫とくるみ割り人形」 P.07「3F 展示」へ ▶

《同胞のスラヴ》スケッチ 1925–1926年頃　プラハ市立美術館蔵
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会期： 2 0 2 3 年 1 2 月 2 日（土）～ 2 0 2 4 年 3 月 3 1 日（日）

よ
う
こ
そ

ミ
ュ
シ
ャ
の
教
室
へ
。

ミュシャはパリ時代、装飾画家として脚光を浴びる

一方で、「教師」としても活躍しました。国籍／性

別／年齢／技術を問わないアトリエで、ミュシャは

アカデミズムの巨匠に画を学び、また次世代に向け

て熱心に画を教えたのです。

本展は、デッサンや下絵を主役に、教師ミュシャの

画論を読み解くとともに、直接教えた日本人洋画家

の作品も集結。知られざる師弟関係に光を当てる、

かつてない機会となりました。（M.T.）

03 ミュシャとパリの画塾

企画展関連イベント本展公式図録

ミュシャと堺に関する４人の人物（与謝野晶子、鹿子木孟郎、
吉田初三郎、中村不折）の関係性について、堺市博物館と
当館の学芸員が語りました。トークが進むにつれて、点と点が
つながり、堺にさまざまなミュシャの「影」を見出すことができました。

ミュシャのデッサン、下絵図版が充実。教師ミュシャの「名
言」や日本人洋画家の言葉、相関図や年表、コラムも
収録しました。

日　時：1月21日（日）14：00～15：30
登壇者： 矢内一磨（堺市博物館学芸員）、 

髙原茉莉奈
 （堺 アルフォンス･ミュシャ館学芸員）

「ミュシャと堺――「ミュシャと堺――
こんなところにもミュシャの影」こんなところにもミュシャの影」

トークイベント

パステルを使って石膏像を立体的に描きま
した。絶妙な中間色の用紙に、白と黒で描
く手法によって、驚くほどスピーディーに個
性豊かなデッサン作品が仕上がりました。

日　時 ： 2月12日（月・休） 
14：00～16：00

講　師： 永津照見（画家、アートデザ
インスクール ito講師）

19世紀末パリ風19世紀末パリ風
アカデミックデッサン講座アカデミックデッサン講座

ワークショップ

企 画 展

教師――画家のもうひとつの顔。

※『堺市博物館研究報告（43号）』の「研究紀要」に、本展に関する論考が掲載されています。　髙原茉莉奈「教師としてのミュシャ　パリ1901年・日本人留学生の視点から」

18ページ（フルカラー） 600円（税込）
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Mucha the Art Student

Mucha the Art Teacher

ProloguePrologue

SECTION 02SECTION 02

SECTION 01SECTION 01

SECTION 03SECTION 03

SECTION 04SECTION 04

アカデミズムの巨匠 アカデミズムの巨匠 ————ローランスとコランローランスとコラン

ミュシャ講座ミュシャ講座————教教室と書物室と書物

ミュシャのデッサン ミュシャのデッサン ————画学生から装飾画家へ画学生から装飾画家へ

日本に届いたミュシャ・スタイル日本に届いたミュシャ・スタイル

11990011年年99月月1133日日（（金金））————ミミュュシャと５人の日本人留学生シャと５人の日本人留学生

EpilogueEpilogue

第１部第１部

第 2 部第 2 部

ミュシャ、画を学ぶミュシャ、画を学ぶ

ミュシャ、画を教えるミュシャ、画を教える

画学生時代のミュシャが学んだ２つの画塾でそれぞれ教えていた、ジャ
ン＝ポール・ローランスとラファエル・コランの油彩画を、府中市美術
館からの特別出品としてご紹介しました。

教師ミュシャの軌跡を示す、生徒募集のためのポスターやリーフレットを紹介。
また指南書的画集『装飾資料集』を、教師ミュシャが説いた言葉とクロスさ
せながら紹介。第2弾である『装飾人物集』は、活用法のひとつである「模
写」の方法論にもせまりました。� 協力：永津照見（画家）

ミュシャの画業初期のデッサンを紹介。装飾画家としての制作過程で
描いた下絵は、完成作と並べて展示し、自然のデッサンが、リトグラフ、
立体作品、油彩画に昇華される過程をご覧いただきました。

同時代の日本に「ミュシャ・スタイル」が伝来し、インスピレーションを与えてい
たことを、文芸雑誌『明星』などの事例から紹介。1900年に東京で開催さ
れた「第五回白馬会展」に参考出品された《トスカ》は、カルロス・シュヴァー
ベ《第一回薔薇十字会展》と並べることで、当時の展示を再現しました。

アカデミー・コラロッシでミュシャが教えた中村不折や鹿子木孟郎といっ
た日本人留学生の作品を、彼らが「ムッカー師」（ミュシャ）について語っ
た言葉とともに紹介。ミュシャが自身の画論を体現した油彩画《ハーモ
ニー》のもとに生徒たちの作品が集い、師弟再会を果たしました。

展示構成
本展の舞台は、「パリの画塾」。生徒として画を「学ぶ」側、教師として画を「教える」側

というミュシャの２つの視点から展示を構成しました。

ミュシャと堺の意外な関係ミュシャと堺の意外な関係 P.08「3F 展示」へ︎ ▶
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企画展「おいしいミュシャ ５感であじわうアール・ヌーヴォー」

特別テーマ展示

ミュシャがデザインを手がけた嗜好品のなかでも、最も“お
いしい” 表情をしていると思われるのは、タバコの巻紙の
ポスター《ジョブ（1896）》ではないでしょうか。ここでは、
ミュシャがJOB 社のために描いた２枚のポスターを中心
に、アール・ヌーヴォー期の画家たちによる同社のための
アートワークが一堂に会しました。また、20世紀にかけて
世に送り出されたＪＯＢ社の巻紙や灰皿、ローラーなどの
喫煙具もあわせて紹介。さらに、タバコとともに19世紀末
に熱狂的に支持された嗜好品である「マリアーニワイン」
にも注目。これは当時合法だったコカインとボルドーワイ
ンを混ぜた飲み物で、数多の著名人が書いた推薦文とと
もに宣伝されました。そこにはミュシャも含まれており、マ
リアーニワインのためにミイラ風の女性を描いています。
展覧会本編で紹介した商品とはひと味違う、当時の大人
の嗜好品の世界をお楽しみいただきました。

ミュシャがチェコ時代にポスターを手掛けたバレエパントマイム
「ヒヤシンス姫」とヨーロッパのクリスマスに欠かせないバレエ「く
るみ割り人形」。実はどちらも主人公の夢の中で起こる冒険物
語です。ふたつの夢物語を人形作家・林由未の人形がつなぐ
特別な展示空間をご覧いただきました。同時開催の企画展「ア
ルフォンス・ムハ モラヴィアン・ドリーム！」と合わせてこれまで
にない、ミュシャ作品とのコラボレーション。
入口の幅６ｍのウィンドーではヒヤシンス姫の登場人物が来
館者を出迎えました。そして林由未が2019年から携わる阪急
うめだ本店のクリスマスショーウィンドーから、2021年の「くる
み割り人形」を再編成。絵本の中から飛び出してきたような人
形たちの世界に子どもたちからも喜びの声が多く聞かれました。

Epilogue 「おいしいJOB ―当時の大人の嗜好品―」

「夢見るヒヤシンス姫とくるみ割り人形」

林由未　Yumi Hayashi　　プラハ在住　人形劇舞台美術家・人形作家

横浜市出身。大学時代から独自に人形制作を開始する。舞台上での表現をさらに学ぶためにチェコ
共和国に渡り、チェコ国立芸術アカデミー人形劇学部舞台美術科大学院にて、ペトル・マターセクに
師事。現在フリーの作家としてチェコ国内外で活動。近年は日本でも子ども向けのあやつり人形の
絵本の出版や、阪急うめだ本店のクリスマスショーウィンドー他、ミュージックバンド･ヨルシカなど
のMVのための人形制作、大学や劇場での講演やワークショップなど多岐にわたって活躍している。

33
FF
展
示
展
示

企 画 展

企 画 展

01

02
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ミュシャを実験的な眼差しで紹介する展示「ミュシャLabo」は、年間シリーズ展として展開した2022年度に続き、不定期開催のテー
マ展示として継続することとしました。第4弾のテーマは「文字」。ミュシャの演劇・商業ポスターには、演目名や女優名、商品名やメッセー
ジなどの文字が手書きのレタリングで描かれています。アール・ヌーヴォーの時代の香りをまとった、バリエーション豊富かつ個性的なミュ
シャの文字の魅力に注目しました。

・演劇ポスター …… 情緒豊かなレタリング
・商業ポスター …… 視認性が高い書体
・ひと言で届ける大きなメッセージ
・19世紀末の印刷事情
・あえて文字を隠す
・ミュシャのレタリングをなぞってみよう

４種類の「なぞり字」シートを設置し、
ミュシャのレタリングをなぞる体験も
お楽しみいただきました。

02.お芝居のタイトル01.アルファベットと数字 03.サラ・ベルナール 04. 商品名※  作品保存の観点から、「ミュシャLabo」の出品作品
の多くをレプリカ（複製画）が占めます。

京都の東山高校ロボット研究会「Last Higashiyamars」が
開発した、作品鑑賞時の感想投稿・閲覧システム「あるコメ」
の運用実験に協力しました。これは来館者が作品の前でスマー
トフォンを使って感想を投稿・閲覧することで、他者の視点に
共感したり、新たな気づきを得たりすることができるものです。「あ
るコメ」はロボットコンテスト「First Lego League」のために開発され、東山高校は国内予選を
勝ち抜き、2月12日に開催された日本大会では総合優勝を果たしました。この結果をうけて4月
にアメリカで開催される世界大会への出場が決定しています。

トピック

なぞり字

研究協力

#04「文字」
テーマ展示

企画展「ミュシャとパリの画塾」

1.与謝野晶子とミュシャの共演？
明治期の文芸雑誌『明星』は、堺出身の歌人・与謝野
晶子が活躍した一方、ミュシャ風の挿絵が誌面を飾っ
ていました。

2.吉田初三郎はミュシャの孫弟子？
堺市博物館が大規模なコレクションを所蔵する鳥瞰図
画家・吉田初三郎に応用芸術の道を勧めたのは、ミュ
シャがパリで直接教えた洋画家・鹿子木孟郎でした。

3.中村不折と堺の芥子餅？
ミュシャに直接学んだ画家・書家の中村不折は、堺銘
菓・芥子餅の名店「本家小嶋」の熨斗と包装紙を手が
けました。堺をイメージした海辺の風景と千利休の姿
が描かれています。

企画展「ミュシャとパリの画塾」に関連し、
ミュシャと堺の関係について３つのトピックで紹介しました。

Epilogue 「ミュシャと堺の意外な関係」
企 画 展

03
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企画展「おいしいミュシャ ５感であじわうアール・ヌーヴォー」の会期中、市内の「視
覚・聴覚障害者センター」と連携し、視覚障害者向けのプログラムを実施しました。
学芸員による解説だけでなく、「触図」や「香り」を通じてコミュニケーションを取
りながら鑑賞をお楽しみいただきました。また2023年度から、当館の主要コレクショ
ンについての点字解説書の貸出も開始しました。

2023年度も堺市内の小学校へ出前授業を行いま
した。レプリカを多数持ち込み、“ミニミュシャ
館”を作っての鑑賞や、タペストリーを使ってじっ
くりひとつひとつの作品を楽しんだりと、小学
２年生から６年生まで学年ごと、またそれぞれ
の学校の雰囲気に合わせて授業を行いました。
Mu-CUBEの貸出も決まり、出前授業も増えてき
た中で、先生方にもご紹介しやすいプログラム
作りも進めていきたいと思っています。

ミュシャ館ではここ数年、教育普及活動の一環として学校施設へのアプローチを積極的に行っています。
2023年度は堺市内の小学校の他、大阪府下の高校や府外の美術科やファッション関係の高校、専門学校や大学
など多くの学生のみなさまにご来館いただき、また当館からも学校への出前授業を行いました。

ミュシャ館は、子どもたちの美術鑑賞を応援しています。
学校からの団体来館、出前授業やワークショップ他、図工・美術に関わる先生の研修会
などお気軽にご相談ください。

教育機関等での美術館鑑賞をご検討のみなさま

「触図」や「香り」による鑑賞の様子 一つの作品をじっくり見て、気になったところを言い合います。

Mu-CUBE貸出授業の様子

教育普及活動

鑑賞教育ツールMu-CUBE 教員研修
関西大学総合情報学部の堀雅洋教授とゼミ生のご協力のもと開発を進めていた、小
学校向けのミュシャ館オリジナルのキューブ型パズルが完成し、７月から鑑賞教育ツー
ルとして貸出を始めました。
ポスター、装飾パネル、書籍、油彩画、工芸品といったミュシャの多彩な創作と当館
の主要コレクションを知って楽しめるパズルです。このMu-CUBEと合わせてパズ
ルに採用された作品のタペストリーなども貸出しています。図工や総合の授業に合
わせて役立てていただけたらと思います。

堺市内の小中学校の先生方による、図工部会の
研修会が当館で行われました。
当館の成り立ちやコレクションの特徴につい
ての話の後、開催中の企画展を通じて、出前授
業で行うような子どもたち向けの解説やギャ
ラリートークを行いました。さらに当館の教育
普及活動への取り組みを紹介しながら、先生方
と意見交換ができたことで、この研修会をきっ
かけに2023年度は堺市内の多くの小学校への
出前授業につながりました。

視覚障害者の方に向けた鑑賞サポート

出前授業













堺 アルフォンス・ミュシャ館では2021年度、当館が所蔵する大型油彩画《クオ・
ヴァディス》の絵柄の絨毯を、大阪・堺の伝統技術「堺緞通」で織り上げるプロジェ
クトを立ち上げました。クラウドファンディングで集まった寄付金をもとに、現在、
その技術を継承する大阪刑務所内で製織作業を行っています。2024年2月末の
段階で、全体の約62%が完成しています。完成品は、2025年4月開幕の企画展

「クオ・ヴァディスの謎（仮）」で、油彩画とともに展示を行う予定です。

1月21日（日）、アルフォンス・ミュシャの実の孫であるヤルミラ・ミュシャ・プロツコ
ヴァー氏がご来館され、企画展「ミュシャとパリの画塾」を視察されました。ご自
身もジュエリーデザイナーとして活躍されていることから、立体作品《蛇のブレス
レットと指輪》《ラ・ナチュール》の鑑賞を楽しまれていました。また、ミュシャと日
本人洋画家との関わりを示す資料などにも興味を示されていました。

クラウドファンディングプロジェクト

「ミュシャ× 堺
さかい

緞
だん

通
つう

」

ヤルミラ・ミュシャ・プロツコヴァー氏
ご来館

クラウドファンディングサイト
「READYFOR」
プロジェクトページはこちら

［表紙作品］
アルフォンス・ミュシャ　《サロン・デ・サン：ミュシャ作品展》 1897年　リトグラフ、紙　
堺 アルフォンス・ミュシャ館（堺市）蔵

堺 アルフォンス･ミュシャ館（堺市立文化館）

開館時間
休 館 日

観 覧 料
アクセス

執筆・編集
発行

デザイン・制作・印刷
発行日

髙原 茉莉奈（M.T.）　原田 悠里（Y.H.）　川口 裕加子（Y.K.）
公益財団法人堺市文化振興財団　堺 アルフォンス･ミュシャ館
株式会社大伸社
2024年4月1日

9時30分–17時15分（入館は16時30分まで）
月曜日（休日や休日の間の場合開館、翌平日休館）、
休日の翌日（翌日が土・日の場合は開館）、年末年始、展示替期間
詳しくは公式ウェブサイトをご参照ください。
JR阪和線堺市駅下車徒歩約3分
JR快速にて・大阪駅から約25分・天王寺駅から約10分
和歌山駅から約60分・関西国際空港駅から約40分

590-0014
大阪府堺市堺区田出井町1-2-200　ベルマージュ堺弐番館
TEL 072-222-5533　FAX 072-222-6833

https://mucha.sakai-bunshin.com

無断で本書の全体または一部を複写・複製することを禁じます。

撮影日：2024年2月21日

トピック

ミュシャの実の孫ヤルミラ・ミュシャ・プロツコヴァー氏（左）と
ひ孫キャサリン・ガルシア氏（右）
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